
　2003年、2006年の日本のPISA調査結果は学力低下論を惹起
した。それらへの対応として、学習指導要領の一部改訂（2003
年）、学校教育法改正（2007年）による学力観の法制化、全国学
力学習状況調査が行われることになった。グローバル世界の
直中に我々がいることを実感させられる、極めて大きな変容
であった。グローバル世界におけるスタンダードは、その強
さと深さより一層の注意が必要である。グローバル世界で語
られる規範は、曖昧でいかようにも解釈可能である。しかし
ながら、ある目的のために意図的な解釈と利用が可能であっ
ても、世界に通じていることを軽視はできない。注視し、理解
し、多くの人々による協働的で自律的な展開において、参照事
項とし、超克していくべきである。すなわち、グローバルスタ
ンダードへの近接と自律が求められている。
　本書は学校に焦点を当て、グローバルスタンダードを参照事
項として扱えるような自律的な学校のマネジメントについて
探る。その際、鍵となるのは、全員参画と協働、そしてそれら
を可能にする教職員のエンパワメント（力量と意欲）である。
本書では、こうした要素を取り入れた学校づくりを、ホール
スクール（whole school）マネジメントと題して提案する。
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グローバルスタン
ダードに近接した
新しい学校マネジメ
ントを提唱、考察

●第Ⅰ部　グローバルスタンダードへの近接として、その強さの源であるエビデンスについて考える。
●第Ⅱ部　グローバルスタンダードからの自律を射程におく、学校のマネジメントについて考える。
　子どもの資質能力の育成という教育の核がグローバルスタンダードの中にある今、教職員全員が学校
づくりに関わるという、当たり前であり、しかし実現困難であった学校教育の原点に立ち返りたい。
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